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⾻格幹細胞からみた⾻⽣物学

⽇時︓2025年5⽉ 30⽇（⾦）
18:00~19:00 
場所: 東京⻭科⼤学 ⽔道橋校舎
⻄棟１階ラウンジ

⾻格幹細胞は、⽣涯に亘り⾻芽細胞を作り続ける⾻の維持に必須な体性幹
細胞である。近年その⽣体内での局在が明らかとなり、⾻格幹細胞が⾻の成
⻑、再⽣、疾患などの局⾯で担う多様な機能が注⽬を浴びている。当研究室
では、細胞系譜解析法を中⼼とした網羅的なアプローチを活⽤し、⾻格幹細
胞の機能の解析に取り組んでいる。本講演では、⾻格幹細胞に関する最新の
所⾒を紹介し、これらの幹細胞がどのように⾻系統の疾患に関与しその治療
標的となりうるか討論したい。⾻格幹細胞とその細胞系譜に関する取り組み
が、今後画期的な治療⽅法を⽣み出す道標を⽰すことができればと願う。

テキサス⼤学ヒューストン校⻭学部 教授

第513回 ⼤学院セミナー（キャリアアップシリーズ︓海外研究者）
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